
４．認知症疾患医療センターの整備について 

 

認知症疾患に係る医療については、平成元年度から平成１８年度までの間、「 

老人性認知症センター事業」として国庫補助をしていたところであるが、各施設

の機能のばらつきや地域における関係諸機関の連携の中心として十分な機能を果

たしていないといった課題が明らかとなっていたため、平成２０年度予算から「 

認知症疾患医療センター運営事業」を計上しているところである。 

本事業における認知症疾患医療センターは、 

① 認知症疾患について、診断や精神症状等への対応、身体合併症への対応を行

う専門医療機関としての機能 

② 精神症状等への対応や身体合併症への対応を行う医療施設の空床情報の把握

と情報提供、患者の病態に応じた他の医療機関への紹介、かかりつけ医等地域

の医療関係者への専門的な医療研修の実施、協議会の開催や専門的な相談への

対応など地域の医療機関や介護施設等の関係者との連携を行うなど、認知症疾

患に関わる地域の医療機能の中核的機関としての機能 

③ 地域住民に対する普及啓発や相談への対応など、認知症疾患に係る医療に関

する情報センターとしての機能 

④ 連携担当者を配置することにより地域包括支援センターとの連携機能を強化

し、地域における医療と介護の連携の拠点としての機能 

さらには、平成２２年度から、 

⑤ 認知症の周辺症状や身体合併症に対する双方の医療を担う基幹的な機能を果

たす総合病院型のセンターを位置付け 

 

これを設置する都道府県、指定都市に対する運営費（診療報酬で対応する内容は

除く）の補助として、約３．６億円を計上したところである。 

全国１５０か所の設置を目指し、平成２３年２月９日現在、２９都道府県、７

指定都市の９８か所設置されているが、各自治体におかれては、まずは最低１カ

所の整備に向け積極的に取り組んでいただきたい。 

 

   

 （予算(案)概要） 

  ・２３年度予算（案）   ３６３，６１５千円 

  ・補 助 先       都道府県、指定都市 

・か 所 数       １５０か所 

・補 助 率       １／２   
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認知症疾患医療センター
設置場所；身体的検査、画像診断、神経心理学的検査等の総合的評価が可能な病院に設置
設置数；全国（都道府県・指定都市）に約150ヶ所設置予定
人員；専門医療を行える医師、看護師、精神保健福祉士、臨床心理技術者等
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平成23年度予算案 363,615千円

［基幹型（総合病院）］

専門医療の提供
周辺症状や身体合併症に対応する双方の医療の提供
入院治療のための空床の確保

［地域型

（単科精神科

病院等）］




